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戦略上の将来像・目標 取組

若手
研究者

○ 優秀な若手研究者の挑戦機会推進
○ 研究大学の40歳未満本務教員割合増
（2017年度27％から30％以上へ）

等

○ 来年度より科研費の若手研究者を中心とした種目を
重点化
○ 来年度より若手教員比率も含めた人事給与改革に
関する共通指標に基づく運営費交付金の配分を開始

研究資金
○ 大学・国研等に対する企業の投資額増
（2014年度1,151億円の３倍）

等

○ 来年度より外部資金獲得に関する共通指標に基づく
運営費交付金の配分を開始

研究
生産性

○ 質の高い論文数の増加
（2013-15年度平均値8.5％を12％以上へ）

等

○ 来年度より国際共同研究を強化
(戦略的国際共同研究プログラム 等)

国際化
○ 海外博士号取得・研究・教育活動実施教員
数増
（2023年度までに３割増）

等

○ 来年度より若手研究者の国際的な研究者ネットワー
ク形成を図る取組を支援

人材
流動化

○ 厳格な業績評価に基づく給与水準の決定の仕
組みによる年俸制の完全導入

等

○ 年俸制については文科省が厳格な業績評価に基づく
給与体系のガイドラインを作成中
(来年度より順次年俸制を適用)

○ 統合イノベーション戦略において、可能な限り具体的で明確な研究力強化の将来像・目標を設定。
○ 目標達成に向けて、特に、今後、国際化や人材流動化の取組を強化する必要がある。

研究力強化に向けた取組状況
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基礎研究からイノベーションを創出 基礎研究と社会変革の好循環

社 会 変 革
地球温暖化抑止、大規模自然災害
対策、少子化・高齢化への対応 等

基 礎 研 究

困難な社会課題の
解決を目指す挑戦的研究開発
（ムーンショット型研究開発）
・ 国による野心的な目標設定
・ 世界から英知を結集
・ 失敗も許容しつつ、目標達成

米国・欧州等の野心的目標を掲げた挑戦的研究

iPS細胞 量子効果利用コンピュータ

FIRSTで支援 ImPACTで支援

山中教授 山本PM

＜欧州＞
ニューロ・コンピュータ

(脳神経を模倣)

＜米国＞
生物(遺伝子)と環境
の相互メカニズムの解明

＜中国＞
量子暗号技術

(通信衛星「墨子号」)

○ 社会を大きく変革する破壊的なイノベーションの創出は、独創的な基礎研究が鍵。
○ 基礎研究と社会変革を結びつけるためには、困難な社会課題の解決などの高い目標を掲げた挑戦的な
研究開発を推進する必要。（ムーンショット型研究開発制度）

基礎研究とイノベーション
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http://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/research/yamanaka_summary.html
http://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/research/yamanaka_summary.html
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